
一
　
目
的

　
近
世
中
期
、
浄
土
僧
文
雄
（
一
七
〇
〇
─
六
三
）
は
、
呉
音
漢
音
を
基
盤

と
す
る
そ
れ
ま
で
の
漢
字
音
研
究
（
以
下
韻
学
と
言
う
）
に
唐
音
を
取
り
入

れ
、
唐
音
利
用
の
『
韻
鏡
』
研
究
を
展
開
し
た
。
彼
の
韻
学
は
画
期
的
だ
っ

た
だ
け
で
な
く
後
世
へ
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
学
史
的
な

研
究
も
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
稿
の
筆
者
の
も

の
も
含
め
て
、
そ
れ
は
な
お
輪
郭
を
議
論
す
る
段
階
に
止
ま
っ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、『
韻
鏡
』
と
唐
音
の
関
係
の
細
部
や
唐
音
利
用
の
実
際
、
ま
た
そ

れ
ら
を
踏
ま
え
た
学
史
的
な
位
置
付
け
な
ど
に
お
い
て
、
議
論
す
べ
き
所
が
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文
雄
に
お
け
る
韻
鏡
と
唐
音

＊

湯
沢
　
質
幸

Tō-in in the Phonology 
of Mon-nō

YUZAWA Tadayuki＊

Abstract

 We compared four Mon-no’s books about the pho-
nology of Chinese language, that is, Makōinkyō, San-
onseika, Inkyōshiyōroku, and Hansetsubakkah en, to 
know the relation between Inkyō and Tōin. We got 
the following conclusions in that relation..
　１　Makōinkyō shows the outline of the relation.
　２　San-onseika develops the study of Tō-in by using 

Inkyō.
　３　Inkyōshiyōroku develops the theory of 

Makōinkyō.
　４　Hansetsubakkahen follows in a part of 

Makōinkyō.

抄　録

　文雄の韻学書『磨光韻鏡』『三音正譌』『韻鏡指要
録』『翻切伐柯篇』四書における、『韻鏡』と唐音と
の関係についての言及を整理すると、次の三種に
なる。
　①『韻鏡』と唐音との一致不一致
　②唐音の、『韻鏡』研究への利用
　③『韻鏡』による唐音矯正
　各書におけるこれら三種の言及を比べてみると、
次のようなことが明らかになる。
　①『磨光』は『韻鏡』と唐音の関係についてその大
枠を述べるとともに、唐音利用による『韻鏡』
の研究を始めた。

　②『正譌』は『磨光』を踏まえて、『韻鏡』により
つつ各論と言うべき唐音論を深化させた。

　③『指要録』は『正譌』も踏まえつつ、唐音による
『韻鏡』の理論的側面の研究において『磨光』を
全面的に補訂した。

　④『伐柯篇』は『磨光』の一部を祖述した。

キーワード：文雄、韻鏡、唐音、磨光韻鏡、三音正
譌、韻鏡指要録、翻切伐柯篇

＊ 情報コミュニケーション学部非常勤講師、
 Tsukuba Gakuin University



ま
だ
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
彼
の
著
作
の
中
の
、
唐
音

に
直
接
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
言
及
を
調
査
整
理
し
て
、
ま
ず
は

彼
に
お
け
る
『
韻
鏡
』
と
唐
音
の
関
係
の
実
態
を
把
握
す
る
。
そ
し
て
そ
の

結
果
に
よ
り
な
が
ら
、
彼
の
著
作
に
お
い
て
そ
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
展
開

し
て
い
っ
た
の
か
を
追
っ
て
み
る
。

 

＊ 
唐
音
に
は
華
音
と
い
う
呼
称
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
特
別
な
場
合
以
外
は
唐
音

を
用
い
る
。

 

＊ 
漢
文
の
引
用
は
次
の
要
領
に
従
う
。
ま
た
、
和
文
の
引
用
も
こ
れ
に
準
じ
る
。

①
す
べ
て
読
み
下
し
文
で
示
す
。
②
私
に
読
む
場
合
、
原
漢
文
の
訓
点
を
尊
重

す
る
。
た
だ
し
、
句
読
点
や
送
り
仮
名
な
ど
は
適
宜
加
除
変
更
す
る
。
ま
た
、

声
点
や
合
符
、
割
注
な
ど
は
省
略
す
る
。

二
　
磨
光
韻
鏡
（
一
）
━
上
・
本
図
━

　
韻
学
即
『
韻
鏡
』
研
究
と
言
っ
て
過
言
で
な
い
近
世
一
七
四
四
（
延
享
元
）

年
、
文
雄
は
最
初
の
韻
学
書
『
磨
光
韻
鏡
』
を
刊
行
し
た
。

二
━
一
　「
序
」（
太
宰
春
台
）

　
文
雄
の
唐
音
の
師
で
あ
る
と
と
も
に
、
文
雄
に
唐
音
の
韻
学
的
効
用
を
示

し
た
古
文
辞
学
派
の
儒
者
太
宰
春 

（
一
六
八
〇
─
一
七
四
七
）
は
、『
韻

鏡
』
研
究
に
お
け
る
唐
音
不
可
欠
を
断
言
す
る
。

 

日
本
近
世
ノ
人
亦
頗
ル
韻
鏡
ヲ
好
ム
者
有
リ
。
釈
宥
朔
ノ
開
奩
自
リ
以

下
、
之
ヲ
為
シ
鮮
ズ
ル
者
亦
多
シ
。
幾
家
ヲ
知
ラ
ズ
。
然
レ
ド
モ
其
ノ

人
皆
華
音
ヲ
学
バ
ズ
。
徒
ニ
方
俗
ノ
訛
ナ
ル
音
言
ヲ
以
テ
三
十
六
母
ヲ

呼
ブ
。
尚
其
ノ
五
音
清
濁
ヲ
弁
ズ
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。
況
ヤ
其
ノ
余
ニ
オ

イ
テ
ヲ
ヤ
。
夫
レ
華
音
ヲ
解
セ
ズ
シ
テ
韻
鏡
ヲ
治
ム
ル
ハ
、
猶
耒
耜
無

ク
シ
テ
耕
ス
コ
ト
一
叢
能
ハ
ザ
ル
ガ
ゴ
ト
シ
。（
中
略
）
故
ニ
韻
鏡
ヲ

（
１
）

台

治
メ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
先
ヅ
華
音
ヲ
学
ブ
ベ
シ
。
華
音
ヲ
学
ビ
テ
之
ヲ

習
フ
。
然
ル
後
四
声
明
ナ
ル
ベ
シ
。
七
音
弁
ズ
ベ
シ
。
内
外
開
合
凡
ソ

百
ノ
呼
法
悉
ク
分
別
ナ
ル
ベ
シ
。
然
ル
後
ニ
以
テ
韻
学
ヲ
講
ズ
ベ
シ
。

嗟
乎
、
今
ノ
韻
鏡
ヲ
治
ム
ル
者
ハ
徒
ニ
反
切
ノ
法
ヲ
知
リ
、
反
切
ノ
所

以
ヲ
知
ラ
ズ
。
亦
安
ゾ
韻
鏡
ノ
韻
鏡
ト
ス
ル
所
以
ヲ
知
ラ
ン
ヤ
。
此
レ

他
ニ
無
シ
。
華
音
ヲ
学
バ
ザ
ル
ガ
故
ナ
リ
。
上
序
二
ウ

　
こ
の
一
文
の
後
春
台
は
、
た
だ
一
人
「
文
雄
師
ノ
ミ
則
チ
然
ラ
ザ
ル
（
序

三
ウ
）」
と
述
べ
る
。

二
━
二
　「
緒
言
」

二
━
二
━
一
　
第
五
項

　
呉
音
漢
音
唐
音
を
『
韻
鏡
』
窠
字
に
施
す
と
し
た
上
で
、「
三
音
流
俗
シ
テ

訛
有
リ
。
今
律
シ
テ
去
ル
。
之
ヲ
律
ス
ル
コ
ト
横
呼
ニ
在
リ
（
上
一
ウ
）」
と
、

呉
音
漢
音
の
み
な
ら
ず
唐
音
も
律
す
る
と
す
る
。
な
お
、『
韻
鏡
』
転
図
へ

の
加
点
や
、
右
の
文
中
の
横
呼
と
い
う
語
な
ど
か
ら
し
て
、
文
雄
が
律
す
る

際
に
使
用
し
た
も
の
の
第
一
は
『
韻
鏡
』
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

二
━
二
━
二
　
第
九
項

　「
華
音
ハ
呼
法
密
緻
ニ
シ
テ
毫
厘
剖
析
ス
。
直
横
図
備
ハ
ル
。
今
衆
呼
ヲ

傍
注
ス
（
上
二
オ
）」
と
、『
韻
鏡
』
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
て
唐
音
は
完
璧
で

あ
る
と
す
る
。

二
━
二
━
三
　
転
図

　
本
文
各
転
図
上
の
窠
字
に
対
し
て
呉
音
漢
音
と
と
も
に
唐
音
を
加
え
て
い

る
。
窠
字
を
欠
く
個
所
で
あ
っ
て
も
場
合
に
よ
っ
て
唐
音
を
付
し
て
い
る
。
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三
　
磨
光
韻
鏡
（
二
）
━
下
・
韻
鏡
索
隠
・
翻
切
門
法
━

三
━
一
「
韻
鏡
索
隠
」

三
━
一
━
一
　
第
五
項

　
こ
の
項
は
、
唐
音
の
来
歴
を
呉
音
漢
音
の
由
来
と
と
も
に
述
べ
て
い
る
。

初
め
に
呉
音
漢
音
に
つ
い
て
、
二
音
は
も
と
も
と
は
正
音
だ
っ
た
が
、『
韻

鏡
』
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
今
や
「
正
律
」
を
失
っ
て
い
る
、
だ
か
ら

「
二
音
共
ニ
和
音
ト
称
ス
（
下
六
ウ
）」
と
す
る
。
次
い
で
唐
音
の
紹
介
に
入

る
。「
近
世
中
華
ノ
正
音
ヲ
伝
習
ス
。
当
ニ
華
音
ト
称
ス
ベ
シ
。
俗
ニ
唐
音

ト
称
謂
ス
、
其
ノ
音
ナ
リ
」
と
し
た
後
、「
呼
法
厳
如
ト
シ
テ
七
音
四
声
軽

重
清
濁
開
口
合
口
斉
歯
撮
口
等
ノ
條
理
分
明
ナ
リ
。
之
ヲ
韻
鏡
ニ
正
ス
ニ
則

チ
符
節
ヲ
合
ス
ル
ガ
ゴ
ト
シ
。
故
ニ
音
韻
ヲ
学
ブ
者
ハ
必
ズ
華
音
ニ
由
ラ
ザ

ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
華
音
ヲ
学
ブ
者
ハ
必
ズ
韻
鏡
ニ
由
ラ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
（
下
六

ウ
）」
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
韻
学
は
唐
音
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
唐
音
を
学
ぶ
場
合
は
『
韻
鏡
』
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
断
言

す
る
。三

━
一
━
二
　
第
五
項

　
三
─
一
─
一
に
続
い
て
、
呉
音
漢
音
に
よ
っ
て
中
国
音
の
こ
と
を
論
じ
る

こ
と
は
で
き
な
い
、
ま
し
て
や
「
斉
歯
開
口
撮
口
（
中
略
）
咬
歯
等
ノ
呼
法
」

に
至
る
と
、「
華
音
ヲ
学
バ
ザ
レ
バ
則
チ
孰
カ
能
ク
之
を
弁
ゼ
ン
（
下
七
オ
）」

と
締
め
く
く
る
。

三
━
一
━
三
　
第
六
項

　「
四
声
ヲ
教
道
ス
ル
ニ
、
本
邦
古
来
茶
碗
天
目
四
字
ヲ
用
」
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
四
字
の
声
調
を
発
端
と
し
て
声
調
を
論
じ
る
。
す
な
わ
ち
、

和
音
の
上
声
は
唐
音
の
平
声
で
、
唐
音
の
平
声
は
和
音
の
上
声
に
当
た
る
、

ま
た
茶
の
、
そ
の
音
の
よ
う
に
「
短
促
」
な
和
音
は
唐
音
の
入
声
と
同
じ
で

あ
る
な
ど
と
、
和
音
と
唐
音
と
を
対
照
的
に
と
ら
え
つ
つ
声
調
に
つ
い
て
述

べ
、
最
後
は
四
声
さ
ら
に
清
濁
に
関
し
て
「
華
音
ノ
読
法
ハ
総
ジ
テ
変
音
有

ル
コ
ト
ナ
シ
（
下
八
ウ
）」
と
結
ぶ
。

三
━
一
━
四
　
第
七
項

　
七
音
三
十
六
字
母
に
つ
い
て
自
説
を
述
べ
る
。
ま
ず
、「
七
音
ノ
別
微
密

ニ
シ
テ
輙
ク
是
非
シ
難
シ
」
と
し
、「
且
杭
州
音
ヲ
以
テ
之
ヲ
律
ス
ル
ニ
廼

チ
韻
鏡
是
ニ
近
シ
。
呼
法
ハ
直
横
二
図
委
曲
ス
（
下
十
ウ
）」
と
述
べ
た
上
で
、

七
音
そ
れ
そ
れ
に
つ
い
て
論
じ
る
。
こ
の
一
文
や
以
下
に
展
開
さ
れ
る
論
の

内
容
か
ら
、
こ
の
「
杭
州
音
」
と
は
唐
音
の
一
種
、
杭
州
地
方
の
音
と
し
か

考
え
ら
れ
な
い
。

①
唇
音
：
幇
滂
並
明
唇
ニ
触
ル
ヽ
コ
ト
尤
モ
重
シ
。
非
敷
奉
微
唇
ニ
触
ル
ヽ

コ
ト
軽
シ
。
是
軽
重
ノ
分
チ
ナ
リ
。
和
音
ニ
テ
軽
重
ヲ
弁
ズ
ル
コ
ト
能
ハ

ズ
。
故
ニ
韻
鏡
ヲ
解
ス
ル
者
数
家
、
未
ダ
軽
重
ヲ
弁
ズ
ル
ニ
至
ラ
ザ
ル
コ

ト
、
宜
ナ
リ
。
世
人
謾
ニ
文
字
ニ
軽
重
有
リ
ト
ス
ル
ヲ
以
テ
亦
誤
ラ
ザ
ラ
ン

ヤ
。
殊
ニ
軽
重
ハ
音
ニ
依
リ
テ
之
ヲ
論
ズ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ズ
。　
下
十
ウ

②
舌
音
：
端
透
定
泥
、
舌
ヲ
揺
シ
テ
舌
頭
ヨ
リ
発
ス
ル
音
。
知
徹
澄
嬢
、
舌

ヲ
蹙
テ
舌
ノ
上
面
ヨ
リ
発
ス
ル
音
。　
下
十
一
オ

③
牙
音
：
見
渓
群
疑
、
舌
ヲ
縮
テ
牙
（
左
注
ヲ
ク
バ
）
ヨ
リ
出
ル
音
ナ

リ
。　
下
十
一
オ

④
歯
音
：
精
清
従
心
邪
、
舌
ヲ
下
歯
頭
ニ 
拄 
ヘ
テ
呼
ブ
。
上
歯
頭
ニ
触
レ
テ

サ
サ

出
ル
音
ナ
リ
。
中
ニ
於
テ
心
邪
ノ
二
字
、
舌
ヲ
動
ス
コ
ト
梢
カ
微
ナ
リ
。
故

ニ
細
歯
頭
音
ト
ス
。
照
穿
牀
審
禅
、
正
シ
ク
歯
ノ
中
間
自
リ
生
ズ
ル
音
ナ

リ
。
中
ニ
於
イ
テ
審
禅
ハ
音
ヲ
論
ズ
ル
微
細
ニ
テ
心
邪
ニ
類
ス
。
故
ニ
分
テ

細
正
歯
音
ト
ス
。
舌
上
音
ノ
四
母
知
徹
澄
娘
ヲ
呼
ブ
コ
ト
、
照
穿
牀
禅
ニ
類

ス
。
故
韻
書
之
ヲ
斯
ニ
合
シ
次
商
音
ト
ス
。
然
ト
雖
モ
本
別
無
キ
ナ
ラ
ズ
。
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故
ニ
広
韻
礼
韻
集
韻
皆
反
切
ヲ
備
フ
ル
コ
ト
同
ジ
カ
ラ
ズ
。
是
和
音
以
テ
知

照
ニ
別
有
ル
所
ナ
リ
。
況
ヤ
嬢
ノ
次
商
ト
疑
ノ
宮
ト
素
斉
シ
ク
シ
難
シ
。
混

ジ
テ
以
テ
一
音
ト
ス
ル
者
ハ
恐
ハ
麤
ナ
リ
。　
下
十
一
オ

⑤
喉
音
：
影
暁
匣
喩
、
喉
音
ニ
属
ス
。
影
喩
ノ
一
双
音
相
通
ジ
、
暁
匣
ノ
一

双
音
相
通
ズ
。
故
ニ
張
麟
之
註
シ
テ
影
喩
二
独
立
、
暁
匣
双
飛
ト
云
フ
。

（
下
略
）　
下
十
一
ウ

⑥
半
舌
音
半
歯
音
：
来
、
舌
ヲ
先
ニ
シ
歯
ヲ
後
ニ
ス
ル
音
ナ
リ
。
日
、
歯
ヲ

先
ニ
シ
舌
ヲ
後
ニ
ス
ル
音
ナ
リ
。
若
シ
和
音
ノ
入
声
音
有
リ
韻
有
ル
如
キ
ハ

則
チ
知
リ
易
シ
。
華
音
ノ
入
声
、
韻
明
ラ
カ
ナ
ラ
ザ
ル
ニ
似
タ
リ
ト
雖
モ
自

ラ
韻
有
ル
ナ
リ
。
日
ハ
入
質
ノ
切
、
人
ノ
入
声
歯
音
ニ
依
テ
呼
ビ
而
シ
テ
舌

ヲ
捲
テ
以
テ
入
ル
。
謂
フ
所
ノ
舌
ヲ
後
ニ
ス
ル
者
ナ
リ
。　
下
十
二
オ

　
以
上
を
踏
ま
え
て
「
三
十
六
母
ハ
韻
学
ノ
要
領
ナ
ル
者
ナ
リ
。
宜
ク
華
音

ノ
呼
法
ヲ
審
ジ
テ
、
四
声
正
シ
ク
七
音
清
濁
明
ニ
之
ヲ
熟
読
諳
誦
ス
ベ
シ

（
十
二
オ
）」
と
ま
と
め
る
。

三
━
一
━
五
　
第
八
項

　
五
音
の
呼
称
と
し
て
宮
商
角
徴
羽
五
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、『
玉
篇
指
南
』
を
引
き
、
ま
た
「
宮
商
角
徴
羽
」
の
唐
音
を
用
い
て
そ
の

妥
当
性
を
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
玉
篇
指
南
ノ
説
及
ビ
（
各
五
字
の
五

音
へ
の
）
配
属
ハ
、
華
音
ヲ
以
テ
呼
吸
ス
レ
バ
則
チ
吻
合
ス
（
下
一
三
オ
）」
と

す
る
。三

━
一
━
六
　
第
九
項

　
五
音
清
濁
に
つ
い
て
唐
音
を
用
い
て
歯
音
日
母
濁
音
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
つ
つ
、
唐
音
に
よ
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
や
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
が
よ
く
分
か
る
、

韻
学
に
は
唐
音
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
例
え
ば
、
歯
音
に
つ
い
て
は
「
第 

一
ノ
清
次
清
及
ビ
濁
ハ 
真
之 
ノ
音
ヲ
帯
ブ
ル
者
ナ
リ
。
第
二
ノ
清
及
濁 

チ
ム
ツ
ウ
イ

ハ 
山
声
私
扇
孫 
ノ
音
ヲ
帯
ブ
ル
者
ナ
リ
（
下
十
三
オ
）」
と
、
ま
た
日
母
に
つ
い

サ
ン
シ
ン
ス
ウ
イ
セ
ン
ス
ヲ
ン

て
は
「
日
母
ニ
属
ス
ル
字
、
華
音
ハ
皆
濁
音
ニ
似
タ
リ
ト
雖
モ
其
ノ
実
ハ
半

濁
ナ
リ
（
下
一
三
ウ
）」
と
し
て
全
濁
と
区
別
し
た
り
な
ど
す
る
。

三
━
一
━
七
　
第
十
一
項

　
音
注
す
な
わ
ち
同
音
注
や
反
切
な
ど
の
説
明
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ

る
。「
華
音
読
書
ノ
法
ノ
如
シ
。
音
ヲ
審
カ
ニ
セ
ザ
レ
バ
則
チ
（
漢
文
は
）
読

ム
ベ
カ
ラ
ズ
。
以
テ
音
註
有
ル
所
以
ナ
リ
（
下
十
五
オ
）」。
ま
た
、
三
折
一
律

法
に
つ
い
て
、
反
切
上
下
字
、
助
紐 

、
帰
納
字
に
和
音
の
ほ
か
唐
音
も
用

い
て
説
明
す
る
。

三
━
一
━
八
　
第
十
三
項

　
内
外
転
を
説
明
す
る
中
で
、「 
通
止
遇 
（
下
一
七
オ
）」
な
ど
と
、
韻
摂
の
呼

ト
ン
ツ
ウ
イ
イ
ユ
イ

び
方
に
唐
音
を
使
用
し
て
い
る
。
な
お
、
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
に
実
は
逐

一
紹
介
し
て
こ
な
か
っ
た
し
、
ま
た
今
後
も
し
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
、
韻

学
用
語
や
例
示
の
漢
字
な
ど
へ
の
単
な
る
唐
音
使
用
も
随
所
で
行
っ
て
い
る
。

三
━
一
━
九
　
第
十
四
項

　
開
合
の
説
明
の
中
で
、『
音
韻
日
月
燈
』
を
受
け
つ
つ
「
雄
按
ズ
ル
ニ
華
音

ノ
呼
法
至
リ
テ
厳
ナ
リ
（
下
十
七
ウ
）」
と
述
べ
、「
若
シ
夫
レ
華
音
ヲ
学
バ
ン

ト
欲
ス
ル
者
ハ
、
当
ニ
直
横
二
図
ノ
呼
法
ニ
由
ル
ベ
シ
（
同
）」
と
結
ぶ
。

三
━
一
━
一
〇
　
第
十
五
項

　『
韻
鏡
』
張
麟
之
序
の
「
上
声
去
音
字
」
の
説
明
に
お
い
て
、
上
声
濁
音
字

を
去
声
に
呼
ぶ
の
は
「
郷
音
」
即
非
「
正
音
」
で
あ
る
と
し
、「
本
邦
ノ
人

ニ
テ
華
音
ヲ
学
ブ
ハ
、
上
声
濁
ノ
字
ハ
未
ダ
読
ミ
難
キ
者
ニ
有
ラ
ズ
（
下
一
九

オ
）」
と
、
唐
音
学
習
の
効
用
を
述
べ
る
。

（
２
）

字
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三
━
二
　「
翻
切
門
法
」

三
━
二
━
一
　
第
一
項

　
門
法
の
概
論
の
一
環
と
し
て
類
隔
を
説
明
す
る
個
所
で
、
杭
州
音
を
利
用

し
て
い
る
。「
若
シ
之
（「
郷
音
」
と
軽
重
の
関
係
を
）
杭
州
音
ニ
正
セ
バ
、

則
チ
軽
重
判
然
ト
シ
テ
帰
音
協
ハ
ズ
。
以
テ
類
隔
ト
為
ル
所
ナ
リ
。
編
ノ
字

ノ
如
キ
広
韻
ニ
方
典
ノ
切
ナ
レ
バ
則
チ
方
分
蕃
切
フ
エ
ン
ナ
リ
。
銑
ノ
韻
ニ

此
ノ
音
無
シ
。
韻
会
更
メ
テ
補
典
ノ
切
ト
ス
レ
バ
則
チ
補
賓
辺
惼
之
ヲ
正
音

ト
ス
。
故
ニ
方
典
ノ
切
ヲ
以
テ
類
隔
ト
称
ス
。
補
典
ノ
切
ヲ
以
テ
音
和
ト
称

ス
ル
ナ
リ
（
下
二
十
ウ
）」。

三
━
二
━
二
　
第
八
項
「
第
七
類
隔
」

  
右
に
紹
介
し
た
第
一
項
で
取
り
あ
げ
て
い
る
編
字
に
関
し
て
、「
和
音
ノ

如
キ
ハ
則
チ
音
相
ヒ
協
和
シ
、
音
和
ニ
異
ナ
ラ
ズ
。
蓋
シ
方
音
ナ
レ
バ
ナ
リ

（
下
二
七
ウ
）」
と
し
た
上
で
、「
若
シ
夫
レ
華
音
ハ
則
チ
協
ハ
ズ
。
故
ニ
此
ノ

翻
切
ヲ
用
フ
ル
ハ
正
シ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
（
同
）」
と
結
ぶ
。

四
　
磨
光
韻
鏡
に
お
け
る
韻
鏡
と
唐
音

四
━
一
　
韻
鏡
と
唐
音
の
関
係

　
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
『
磨
光
』
の
言
及
を
見
る
と
、
文
雄
は
、
基
本

的
に
は
仮
名
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
『
韻
鏡
』
と
唐
音
の
全
面
的
な
比
較
対
照

を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
種
々
の
議
論
を
進
め
て
い
る
こ
と
、
つ
ま

り
、『
磨
光
』
は
『
韻
鏡
』
の
す
べ
て
を
解
明
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
こ 

が
う
か
が
わ
れ
る
。
今
言
及
を
『
韻
鏡
』
と
唐
音
と
の
関
係
と
い
う
観
点
か

ら
と
ら
え
て
み
る
と
、
単
な
る
唐
音
加
点
（
二
─
二
─
三
、
三
─
一
─
八
）

や
唐
音
学
習
法
を
述
べ
た
も
の
（
三
─
一
─
九
）
な
ど
は
除
外
さ
れ
、
お
お

よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
及
は
も
と
も
と
互
い
に （

３
）

と

関
わ
り
合
っ
て
い
る
の
で
、
複
数
の
項
に
属
す
る
も
の
も
当
然
あ
る
こ
と
に

な
る
。
な
お
、
二
─
一
は
師
の
言
で
あ
る
が
、
師
に
従
っ
て
文
雄
が
研
究
を

進
め
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
、
文
雄
説
に
含
め
る
こ
と
に
す
る
。

（
ａ
）
韻
鏡
唐
音
一
致
：
両
者
の
一
致
、
ま
た
そ
れ
に
よ
る
唐
音
正
音
を
述

べ
る
も
の
〔
二
─
一
、
二
─
二
─
二
、
三
─
一
─
一
〕。
逆
に
、
一
部
不
一

致
、
ま
た
そ
れ
に
よ
る
唐
音
不
正
を
述
べ
る
も
の
（
二
─
二
─
一
）。

　
文
雄
は
『
韻
鏡
』
と
唐
音
と
の
比
較
対
照
を
通
し
て
、
唐
音
の
正
不
正
を

判
断
し
た
に
違
い
な
い
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
正
な

の
か
否
か
の
説
明
は
一
切
行
っ
て
い
な
い
。

（
ｂ
）
唐
音
の
韻
学
的
利
用
：（
ａ
）
に
基
づ
く
唐
音
の
韻
学
的
利
用
価
値
の

主
張
及
び
そ
の
『
韻
鏡
』
研
究
へ
の
利
用
〔
二
─
一
、
二
─
二
─
一
、
三
─

一
─
一
、
三
─
一
─
二
、
三
─
一
─
三
、
三
─
一
─
四
、
三
─
一
─
五
、 

三
─
一
─
六
、
三
─
一
─
七
、
三
─
一
─
一
〇
、
三
─
二
─
一
、
三
─
二
─

二
〕

　
質
量
と
も
に
こ
の
韻
学
的
利
用
に
関
わ
る
も
の
が
、『
磨
光
』
の
言
及
の

中
心
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
具
体
的
な
運
用
の
仕
方
が
か
い
ま
見
ら
れ

る
所
は
と
い
う
と
、
わ
ず
か
に
三
─
一
─
四
、
三
─
一
─
五
、
三
─
一
─

六
、
三
─
一
─
七
く
ら
い
し
か
な
い
。
し
か
も
、
そ
こ
で
ど
こ
ま
で
実
際
に

唐
音
が
運
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
必
ず
し
も
判
然
と
し
て
い
な
い
。
な
お
、

三
─
一
─
四
、
三
─
二
─
一
で
は
何
の
断
り
も
な
い
ま
ま
杭
州
音
を
利
用
し

て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
彼
が
、
唐
音
に
は
諸
方
言
が
あ
る
が
そ
の
内
の
杭

州
音
が
韻
鏡
研
究
に
ふ
さ
わ
し
い
と
見
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
だ
け

で
あ
る
。

（
ｃ
）
韻
鏡
に
よ
る
唐
音
矯
正
：
唐
音
は
『
韻
鏡
』
に
よ
る
矯
正
が
必
要
で
あ

る
と
す
る
も
の
〔
二
─
二
─
一
〕

　
文
雄
に
お
い
て
こ
の
唐
音
矯
正
は
、
ほ
ぼ
（
ｂ
）
の
逆
、
す
な
わ
ち
『
韻

鏡
』
に
よ
る
唐
音
研
究
の
結
果
に
基
づ
い
て
行
う
も
の
で
あ
る
。
矯
正
が
全
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面
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
例
え
ば
上
巻
の
『
韻
鏡
』
窠
字
加
点
の
唐
音
の

整
然
さ
に
よ
く
現
れ
て
い
る
が
、（
ａ
）
と
同
様
、
文
雄
は
そ
の
具
体
的
な

方
法
も
過
程
も
示
し
て
い
な
い
。

四
━
二
　
韻
鏡
絶
対
主
義
と
唐
音
絶
対
主
義

　
二
─
一
以
下
の
文
雄
の
言
及
を
通
し
て
見
る
と
、
彼
の
韻
学
で
は
言
わ
ば

韻
鏡
絶
対
主
義
（
前
者
）
と
唐
音
絶
対
主
義
（
後
者
）
と
が
同
時
に
存
在
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
前
者
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、（
ａ
）
で
取
り
上
げ

た
唐
音
即
正
音
は
証
明
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
証
明
に
よ
り

後
者
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、（
ｂ
）
唐
音
の
韻
学
的
利
用
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、（
ｃ
）
唐
音
矯
正
は
も

ち
ろ
ん
基
本
的
に
は
絶
対
的
な
権
威
を
持
つ
『
韻
鏡
』
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

こ
こ
に
（
ｂ
）
に
つ
い
て
、
文
雄
は
韻
学
的
利
用
の
一
環
と
し
て
こ
れ
ま
た

絶
対
的
な
権
威
を
持
つ
唐
音
に
よ
る
『
韻
鏡
』
矯
正
を
行
っ
た
の
で
な
い
か

と
い
う
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。『
磨
光
』
に
は
そ
れ
に
答
え
る
所
は
な
い
。

し
か
し
、『
韻
鏡
』
研
究
に
唐
音
が
不
可
欠
と
し
て
い
る
以
上
、『
韻
鏡
』
矯

正
の
可
能
性
は
常
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
次
の
二
点
か
ら
、
彼
は
否
応
な
し

に
唐
音
利
用
に
よ
る
『
韻
鏡
』
矯
正
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
①
前
述
の
よ
う
に
、
彼
は
『
韻
鏡
』
と
唐
音
と
の
全
面
的
な
突
き

合
わ
せ
を
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
過
程
で
生
ま
れ
る
、
例
え
ば
入

声
韻
尾
や
声
調
の
こ
と
な
ど
に
お
け
る
齟
齬
を
、
す
べ
て
唐
音
不
正
で
説
明

で
き
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
②
近
世
に
は
多
く
の
韻
学
者
が
『
韻
鏡
』
校
訂

を
行
っ
て
い
る
。
文
雄
自
身
も
究
極
の
『
韻
鏡
』
を
「
校
成
」
し
た
と
述
べ

て
い 

。
な
お
、『
韻
鏡
』
矯
正
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
六
─
一
─
三

で
取
り
上
げ
る
。

（
４
）

る

四
━
三  
磨
光
韻
鏡
以
後

　『
韻
鏡
』
と
唐
音
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
文
雄
は
『
磨
光
』
以
降
の
韻
学
書

で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。『
磨
光
』
以
降
の
韻
学

書
で
彼
が
唐
音
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
も
の
は
、『
三
音
正
譌
』『
韻
鏡
指
要

録
』
及
び
『
翻
切
伐
柯
篇
』
の
三
書
で
あ 

。
以
下
、
こ
の
三
書
の
言
及
を

整
理
し
て
、『
磨
光
』
以
降
彼
に
お
け
る
韻
学
と
唐
音
と
の
関
係
が
ど
の
よ

う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

五
　
三
音
正
譌

　
一
七
五
二
（
宝
暦
二
）
年
、
文
雄
は
呉
漢
唐
三
音
の
正
否
を
論
じ
る
『
三

音
正
譌
』
を
刊
行
し
た
。

五
━
一
　「
巻
上
」

　
中
国
の
諸
系
統
の
音
や
三
音
の
解
説
を
す
る
上
巻
の
、
そ
の
「
華
音
（
十

ウ
）」
の
項
に
お
い
て
文
雄
は
、
唐
音
は
「
多
品
」
で
あ
り
、「
今
長
崎
舌
人
家

ニ
学
ブ
所
、
官
話
杭
州
福
州
漳
州
ノ
同
シ
カ
ラ
ザ
ル
（
十
一
オ
）」
と
述
べ
つ

つ
、
中
国
諸
系
統
の
諸
音
の
紹
介
や
そ
の
評
価
を
行
う
。
す
な
わ
ち
、 

∧
従
来
中
国
は
中
原
の
音
を
正
音
・
雅
音
と
、「
四
辺
」
の
音
を
俗
音
・
郷

音
と
し
て
き
た
、
そ
の
中
原
の
音
に
は
官
話
と
俗
話
が
あ
る
が
、
官
話
を
中

原
の
雅
音
と
し
、
こ
れ
を
正
音
と
し
て
き
た
、
俗
話
と
は
浙
江
音
＝
杭
州
音

の
こ
と
で
あ
る
∨
と
述
べ
る
。
そ
の
後
、
中
原
雅
音
な
ど
は
「
唐
宋
正
律
ノ

韻
書
」
に
合
わ
な
い
不
正
な
音
で
あ
る
と
し
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
其
レ

浙
江
音
ヤ
、
予
ヲ
以
テ
之
ヲ
観
レ
バ
、
皦
如
ト
シ
テ
正
音
ナ
ル
カ
ナ
。
唐
宋

正
律
ノ
韻
書
ニ
符
号
ス
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
（
上
十
一
ウ
）」。
た
だ
し
、
彼
は
手
放

し
で
杭
州
音
を
正
と
し
て
い
る
わ
け
で
な
い
。「
其
レ
浙
江
ノ
音
醇
ナ
ル
コ

ト
ハ
則
チ
醇
ナ
ル
。
小
疵
ナ
キ
ナ
ラ
ズ
（
上
十
二
オ
）」
と
も
述
べ
る
。「
唐
宋

（
５
）

る
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正
律
ノ
韻
書
」
は
「
韻
鏡
及
ビ
指
掌
図
ニ
符
号
ス
（
上
十
一
ウ
）」
と
し
て
い
る

こ
と
、
ま
た
例
え
ば
次
の
五
─
二
─
一
の
、
音
の
正
否
の
判
断
や
矯
正
は

『
韻
鏡
』
に
よ
る
べ
き
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
彼
の
各
種
中
国
音
の

正
不
正
の
判
断
は
、
時
に
は
今
日
言
う
韻
書
に
よ
る
場
合
な
ど
も
含
み
つ

つ
、
最
大
の
根
拠
を
『
韻
鏡
』
に
置
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

五
━
二
　「
巻
下
」

　
下
巻
は
『
韻
鏡
』
各
転
次
ご
と
に
所
属
字
の
三
音
を
声
母
別
に
示
し
て
い

る
。

五
━
二
━
一
　「
凡
例
」

　
第
一
項
は
、
三
音
に
は
そ
れ
ぞ
れ
正
音
俗
音
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
俗
音
の

中
に
は
譌
・
誤
・
非
の
音
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
る
。
第
二
項
で
は
、『
韻

鏡
』
に
よ
る
譌
音
矯
正
法
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
す
る
。「
譌
音
ヲ
正
ス
コ
ト

韻
鏡
ニ
鑑
ズ
ル
ヨ
リ
善
ハ
ナ
シ
。
若
シ
音
ニ
疑
ヒ
有
レ
バ
則
チ
反
切
シ
テ
以

テ
韻
鏡
ノ
帰
納
ニ
検
シ
、
須
ク
其
ノ
四
声
ノ
紐
ヲ
調
フ
ベ
シ
。（
中
略
）
正

音
譌
音
燦
然
ト
シ
テ
顕
ル
（
下
一
オ
）」。
第
五
項
で
は
唐
音
に
つ
い
て
そ
の
正

否
を
述
べ
る
。「
華
音
ニ
亦
（
呉
音
漢
音
と
同
様
の
）
正
俗
有
リ
。
盡
ク
韻
書

反
切
ニ
校
ヘ
、
之
ヲ
韻
鏡
ニ
正
シ
俗
ヲ
去
リ
正
ニ
帰
ス
ル
ナ
リ
。
震
旦
人
ト

雖
モ
悉
ク
正
ス
コ
ト
能
ハ
ズ
。
故
ニ
或
ハ
震
旦
人
ト
対
話
ス
ル
ニ
、
今
ノ
正

音
ヲ
将
テ
之
ヲ
行
フ
ハ
不
可
ナ
ラ
ン
。
俗
話
ハ
姑
ラ
ク
俗
音
ニ
随
フ
ベ
シ
。

今
ノ
正
音
ナ
ル
者
ハ
古
今
韻
書
ノ
音
ヲ
論
覈
シ 
努  
力 
メ
テ
俗
ヲ
芟
ル
者
ナ

ツ
 
ト

リ
。
彼
ノ
官
話
ナ
ル
者
モ
亦
不
正
ニ
属
ス
。
識
者
怪
シ
ム
コ
ト
勿
レ
（
下
二

オ
）」。
こ
こ
に
も
文
雄
の
、
唐
音
矯
正
に
お
け
る
『
韻
鏡
』
の
絶
対
視
が
う

か
が
わ
れ
る
。
俗
話
と
は
杭
州
音
＝
浙
江
音
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
杭
州
音
の
重
視
も
認
め
ら
れ
る
。
第
六
項
は
唐
音
の
清
濁
四
音
に
つ
い

て
そ
の
同
異
を
発
音
法
に
触
れ
な
が
ら
述
べ
る
。「
清
ト
次
清
ト
ハ
太
ダ
相

ヒ
近
シ
。
彼
ノ
土
ノ
人
ト
雖
モ
常
ニ
相
ヒ
混
ジ
テ
之
ヲ
呼
ブ
。
其
ノ
別
、
唇

ノ
伸
縮
ノ
間
ニ
在
リ
。
濁
音
及
ビ
清
濁
音
ハ
大
ニ
呉
音
ノ
例
ニ
同
ジ
。
其
ノ

中
奉
母
匣
母
ノ
濁
ハ
余
音
ノ
例
ト
同
ジ
カ
ラ
ズ
。
其
ノ
属
ス
ル
所
ノ
字
皆
類

ス
。
是
レ
軽
唇
、
是
レ
喉
音
ナ
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
（
下
二
ウ
）」。

五
━
二
━
二
　
本
文

　
韻
鏡
第
一
転
以
下
第
四
十
三
転
ま
で
の
各
転
次
ご
と
に
呉
漢
唐
の
三
項
を

立
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
各
声
母
ご
と
に
お
び
た
だ
し
い
数
の
所
属
字
を

あ
げ
、
そ
の
正
音
を
示
す
。
同
時
に
そ
の
他
の
音
を
も
掲
げ
、
時
に
応
じ
て

そ
れ
ら
の
音
に
つ
い
て
種
々
論
じ
る
。
唐
音
の
場
合
、
そ
の
他
の
音
は
杭
州

音
・
官
音
・
俗
音
で
あ
る
。
次
の
一
文
は
第
一
転
の
唐
音
の
項
の
冒
頭
で
あ

る
。

 

華
音  
蓬
菶
震
暴
　
並
母
ニ
属
シ
テ
濁
ヲ
正
音
ト
ス
。
杭
州
音
是
ナ
リ
。

若
シ
ポ
ン
ポ
ン
ポ
ン
ポ
ト
シ
、
幇
滂
並
三
母
一
音
ノ
如
ク
ス
ル
ハ
、
官

話
是
ナ
リ
。
正
シ
キ
ニ
ア
ラ
ジ
。
下
四
ウ

　
官
話
は
掲
出
字
の
ほ
と
ん
ど
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
杭
州
音
は
こ
こ
に
の

み
見
ら
れ
る
。
俗
音
は
こ
こ
に
は
な
く
、
ま
た
官
話
に
比
べ
る
と
少
し
し
か

見
ら
れ
な
い
が
、
本
文
全
体
に
わ
た
っ
て
分
布
し
て
い
る
。

　
　
馳
池
（
中
略
）
官
話
チ
イ
俗
音
ヅ
ウ
ト
ス
　
下
七
ウ
　

　
凡
例
（
五
─
二
─
一
）
で
「
俗
話
ハ
姑
ラ
ク
俗
音
ニ
随
フ
ベ
シ
」
と
あ
る

こ
と
、
杭
州
音
は
右
の
一
文
に
一
回
だ
け
現
れ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
俗

音
と
相
補
の
関
係
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
、
五
─
一
「
巻
上
」
で
俗
話
は

杭
州
音
と
述
べ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
俗
音
と
は
杭
州
音
の
こ
と
と
考
え

ら
れ
る
。

　
正
音
を
め
ぐ
っ
て
は
、
注
で
数
回
論
じ
て
い
る
。
①
第
四
転
「
知
」「
智
」

等
七
字
：「
第
四
第
六
第
八
支
脂
之
ノ
開
ニ
属
ス
ル
舌
音
歯
音
半
音
ハ
咬
歯

呼
ニ
シ
テ
、
ツ
ウ
イ
ス
ウ
イ
リ
イ
ス
ウ
イ
ノ
音
ナ
ル
ヲ
、
俗
音
ツ
ウ
ス
ウ
ル
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ウ
ト
シ
、
又
官
音
チ
イ
シ
イ
ト
ス
ル
ハ
訛
ナ
リ
。
反
切
考
索
ス
レ
バ
皆
イ
ノ

韻
ヲ
帯
ル
ナ
リ
（
下
略
）
下
七
ウ
」。
②
同
「
兒
爾
邇
」：「
俗
音
ル
ウ
ト
ス
。

広
韻
汝
移
切
正
韻
如
支
切
ナ
リ
。
共
ニ
ル
ウ
ノ
音
ア
ル
事
ナ
シ
（
下
略
）
下

八
オ
」。
③
第
七
転
「
悲
鄙
美
」
等
六
字
：「
韻
鏡
古
本
ニ
第
六
転
ニ
収
ム
ル

ハ
非
ナ
リ
。
正
音
ポ
イ
ボ
イ
ム
イ
。
官
話
或
ハ
ヒ
イ
ミ
イ
ト
ス
（
下
略
）
下

九
ウ
」。
④
第
一
一
転
「
阻
俎
初
疎
」
等
十
五
字
：「
已
上
歯
音
第
二
等
ノ
字
、

広
韻
魚
語
御
ノ
韻
ニ
属
シ
テ
、
ツ
ヲ
イ
、
ス
ヲ
イ
ノ
音
ナ
リ
。
洪
武
正
韻
ハ

模
姥
暮
ノ
韻
ニ
摂
シ
テ
、
ツ
ヲ
ヽ
、
ス
ヲ
ヽ
ノ
音
ト
ス
。
官
話
ハ
濁
ヲ
清
ト

ス
ル
ノ
ミ
。
今
韻
鏡
ヲ
正
ス
事
ハ
必
ズ
広
韻
ニ
従
フ
ベ
シ
（
下
略
）
下
十
一

ウ
」。
こ
れ
ら
四
例
に
は
韻
に
つ
い
て
の
議
論
も
あ
り
、
ま
た
韻
書
や
反
切

の
利
用
も
あ
れ
ば
、
韻
書
と
『
韻
鏡
』
と
の
関
係
へ
の
言
及
な
ど
も
あ
る
の

で
、
文
雄
の
唐
音
論
の
一
端
を
直
接
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

五
━
三
　
三
音
正
譌
に
お
け
る
韻
鏡
と
唐
音

　『
磨
光
』
四
─
一
に
準
じ
て
『
正
譌
』
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
。

（
ａ
）
韻
鏡
唐
音
一
致
〔
五
─
一
、
五
─
二
─
一
〕：『
韻
鏡
』
や
韻
書
と
の
一

致
、
不
一
致
か
ら
、
唐
音
に
も
各
地
各
種
の
も
の
が
あ
る
こ
と
や
、
正
・

譌
・
俗
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
杭
州
音
（
浙
江
音
）
こ
そ
ま
さ
に
正

音
と
断
言
す
る
。
た
だ
し
、
文
雄
に
お
け
る
正
音
と
は
、
官
音
な
ど
も
と
も

と
不
正
の
音
だ
け
で
な
く
、
杭
州
音
＝
俗
音
で
も
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ

ら
を
超
越
し
た
存
在
で
あ
る
。

（
ｂ
）
唐
音
の
韻
学
的
利
用
〔
五
─
二
─
一
、
五
─
二
─
二
〕：
唐
音
は
『
韻

鏡
』
研
究
に
不
可
欠
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
実
際
に
そ
れ
を
利
用
し
た
研
究

を
行
っ
て
い
る
。

（
ｃ
）
韻
鏡
に
よ
る
唐
音
矯
正
〔
五
─
二
─
一
、
五
─
二
─
二
〕：
韻
書
即

『
韻
鏡
』
と
し
、
韻
書
の
反
切
に
照
ら
し
合
わ
せ
、『
韻
鏡
』
に
検
し
て
唐
音

を
矯
正
せ
よ
と
し
、
そ
し
て
み
ず
か
ら
そ
れ
を
実
行
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

例
え
ば
下
巻
で
加
え
ら
れ
て
い
る
、
全
四
三
転
各
掲
出
字
の
正
音
の
整
然
さ

に
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
文
に
お
け
る
説
明
（
五
─
二
─
二
で
紹
介

の
二
條
な
ど
）
か
ら
、
文
雄
は
主
と
し
て
『
韻
鏡
』
の
規
矩
の
も
と
で
も
っ

と
も
正
し
い
音
＝
杭
州
音
に
よ
り
な
が
ら
正
音
を
作
り
、
そ
し
て
そ
の
後

は
、
そ
の
正
音
を
基
準
と
し
て
官
音
、
杭
州
音
そ
の
他
の
正
否
の
判
断
を

行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
定
数
の
正
音
が
設
定
さ
れ
た
時
点

か
ら
、
唐
音
正
否
の
判
断
と
矯
正
は
、『
韻
鏡
』
と
の
照
ら
し
合
わ
せ
に

よ
っ
て
と
言
う
よ
り
は
、『
韻
鏡
』
の
規
矩
の
中
で
、
ま
た
場
合
に
よ
っ
て

は
韻
書
な
ど
と
の
照
合
の
中
で
、
理
念
と
し
て
存
在
し
て
い
る
そ
の
正
音
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
正
否
の
判
断
が
、
こ
と
当
初

は
『
韻
鏡
』
と
の
照
合
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。

五
━
四
　
韻
鏡
絶
対
主
義
と
唐
音
絶
対
主
義

　
文
雄
は
も
と
よ
り
『
韻
鏡
』
を
基
軸
と
し
て
す
べ
て
自
論
を
展
開
し
て
い

る
。
そ
れ
は
本
書
に
お
い
て
も
貫
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
手
放
し

で
唐
音
は
正
音
と
述
べ
て
い
る
所
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
主
と
し
て

『
韻
鏡
』
の
規
矩
の
中
で
作
っ
た
正
音
と
の
対
比
に
お
い
て
、
実
際
に
使
わ

れ
て
い
る
唐
音
の
不
正
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書
に
あ
っ
て

韻
鏡
絶
対
主
義
は
存
在
し
て
い
る
が
、
実
在
す
る
唐
音
の
前
で
唐
音
絶
対
主

義
は
明
ら
か
に
後
退
し
て
い 

。
こ
れ
は
『
韻
鏡
』
に
よ
る
唐
音
研
究
が
よ

り
進
ん
だ
結
果
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

六
　
韻
鏡
指
要
録

　
文
雄
没
十
年
後
の
一
七
七
三
（
安
永
二
）
年
、
弟
子
文
龍
は
『
韻
鏡
指
要

録
』
を
出
版
し
た
。
別
称
『
磨
光
韻
鏡
後
編
』
に
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、

（
６
）

る
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『
磨
光
』
と
き
わ
め
て
縁
の
深
い
韻
鏡
研
究
書
で
あ
る
。

六
━
一
　「
序
（
文
龍
）」

　
文
龍
は
「
日
域
五
十
年
前
ニ
華
音
ヲ
言
フ
者
殆
ド
希
ナ
リ
。
大
氐
漢
読
ヲ

一
ツ
唯
ダ
執
ル
ノ
ミ
。（
一
ウ
）」
と
し
た
後
、
呉
音
漢
音
の
解
説
を
し
、
次

い
で
唐
音
に
は
官
話
や
種
々
の
方
言
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
も
の
が
あ
る

が
、「
其
（
各
種
唐
音
正
否
の
）
論
ノ
正
譌
ニ
至
ル
ヤ
、
清
濁
軽
重
七
音
呼
法

自
ラ
韻
書
規
矩
ニ
契
合
ス
ル
コ
ト
有
ル
ハ
、
独
リ
杭
州
音
ノ
ミ
稍
ク
近
シ

（
一
ウ
）」
と
す
る
。
な
お
、
こ
こ
の
「
韻
書
」
は
、「
清
濁
軽
重
七
音
呼
法
」

や
、
次
項
で
紹
介
す
る
文
雄
の
言
及
（
六
─
二
）
あ
る
い
は
本
書
（
六
─
五
）

が
踏
ま
え
た
先
行
書
『
正
譌
』
の
言
及
（
五
─
二
─
一
、
五
─
二
─
二
）
な

ど
か
ら
し
て
、
現
在
言
う
韻
書
字
書
な
ど
も
含
め
て
『
韻
鏡
』
と
置
き
換
え

可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

六
━
二
　「
開
巻
知
音
」

　
呉
音
漢
音
に
つ
い
て
『
韻
鏡
』
に
よ
る
正
音
の
検
索
を
述
べ
た
後
、
唐
音

に
触
れ
る
。

 

（『
韻
鏡
』
で
正
す
も
の
は
）
呉
音
漢
音
ノ
ミ
ニ
非
ズ
。
華
音
ヲ
正
ス
コ

ト
モ
亦
同
格
ナ
リ
。
若
シ
華
音
ヲ
正
サ
ン
ト
欲
セ
バ
三
十
六
字
母
ト
二

百
六
韻
母
ト
ヲ
華
音
ニ
正
シ
ク
呼
ブ
ベ
シ
。
其
華
音
ニ
品
類
多
シ
。
漳

州
福
州
杭
州
南
京
中
州
等
ノ
不
同
ア
リ
。
其
中
各
譌
正
雑
ハ
レ
リ
。
其

譌
ヲ
正
ス
コ
ト
モ
亦
此
韻
鏡
ニ
明
ラ
カ
ナ
リ
。（
下
略
）　
六
ウ

　
唐
音
の
譌
を
正
す
こ
と
に
お
い
て
、『
韻
鏡
』
優
位
が
は
っ
き
り
と
示
さ

れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
「
其
中
各
譌
正
雑
ハ
レ
リ
」
の
「
其
中
」
に
は
杭
州

音
も
入
る
が
、
こ
れ
は
六
─
一
で
紹
介
し
た
、
文
龍
の
「
独
リ
杭
州
音
ノ
ミ

稍
ク
近
シ
」
と
同
様
、
も
っ
と
も
正
し
い
杭
州
音
に
も
譌
音
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
述
べ
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

六
━
三
　「
五
音
七
音
」

　『
韻
鏡
』
声
母
を
論
じ
て
い
る
中
で
、「
呉
漢
華
ノ
三
音
共
ニ
流
俗
ノ
音
微

シ
ク
七
音
ヲ
濫
ズ
ル
コ
ト
ア
リ
。
能
ク
正
シ
テ
正
音
ヲ
知
ル
ベ
シ
（
十
三
オ
）」

と
す
る
。
文
雄
は
そ
の
韻
鏡
絶
対
主
義
か
ら
し
て
、
濫
を
正
す
に
は
ま
ず

『
韻
鏡
』
に
よ
る
べ
き
と
考
え
て
い
た
に
違
い
な
い
。　

六
━
四
　「
四
等
序
次
」

　「
四
声
ノ
一
声
中
ニ
四
等
ノ
開
合
ヲ
分
ツ
ハ
、
密
分
ナ
リ
。
是
華
音
ノ
上

ニ
テ
論
ズ
ル
事
ナ
リ
（
十
四
オ
）」
と
、
呉
音
漢
音
で
な
く
唐
音
に
よ
っ
て
初

め
て
四
等
の
違
い
が
分
か
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に

分
か
つ
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
具
体
的
な
説
明
は
な
い
、

六
━
五
「
清
濁
次
音
」

　「（
清
次
清
濁
清
濁
の
こ
と
は
）
委
ク
ハ
索
隠
及
ビ
三
音
正
譌
ニ
弁
ズ
ル
ガ

如
シ
。
唯
華
音
能
ク
分
弁
セ
リ
（
一
五
オ
）」
と
述
べ
る
一
方
、「
然
レ
ド
モ
半

歯
音
ニ
至
リ
テ
ハ
誤
リ
テ
濁
音
ニ
呼
ブ
。
是
俗
音
ノ
訛
謬
ナ
リ
。
正
音
ハ
ザ

ジ
ズ
ゼ
ゾ
ト
ナ
ニ
ヌ
ネ
ノ
ト
ノ
中
間
ノ
音
ナ
リ
。
震
旦
モ
国
ニ
ヨ
リ
テ
正
シ

ク
呼
ベ
ル
人
モ
ア
リ
（
同
オ
）」
と
続
け
る
。
詳
し
い
紹
介
は
割
愛
す
る
が
、

そ
の
後
も
清
次
清
等
の
四
音
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
「
呼
ビ
ヤ
ウ
」、
そ
れ

と
唇
舌
牙
歯
音
と
の
関
係
、
歯
音
の
五
行
の
こ
と
、
歯
音
と
舌
上
音
と
の
関

係
、
正
歯
音
と
歯
頭
音
と
の
違
い
、
喉
音
に
お
け
る
ア
ヤ
ワ
ハ
行
の
こ
と
な

ど
を
、
右
の
日
母
の
場
合
と
同
様
に
唐
音
を
用
い
た
り
し
な
が
ら
、
ほ
ぼ
全

声
母
に
つ
い
て
具
体
的
に
解
説
を
加
え
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
そ
れ
は
文
雄

が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
『
磨
光
』
と
『
正
譌
』
を
踏
ま
え
て
の
言
及
で
あ
る

が
、
三
書
を
比
べ
て
み
る
と
実
質
的
に
は
『
磨
光
』
の
み
と
言
っ
て
よ
い
こ

と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
例
え
ば
右
の
半
歯
音
日
母
の
説
明
と
、
三
─
一
─

四
⑥
の
そ
れ
と
を
比
べ
て
み
る
と
、『
指
要
録
』
は
ま
さ
に
『
磨
光
』
補
訂
の
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書
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
ち
な
み
に
、
清
音
次
清
音
の
別
を
説
明
す

る
中
で
「
予
先
ニ
（『
磨
光
』
で
）
此
音
ヲ
弁
ズ
ル
コ
ト
是
（
こ
こ
で
行
っ

た
説
明
）
ナ
ラ
ズ
。
今
改
ム
（
一
五
ウ
）」
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
本
項
に
は

あ
る
い
は
唐
音
に
よ
る
『
韻
鏡
』
矯
正
に
関
わ
る
か
と
思
わ
れ
な
い
で
も
な

い
一
文
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
六
─
一
─
三
で
触
れ
る
。

六
━
六
「
唇
音
軽
重
」

　
実
際
の
唐
音
に
よ
り
な
が
ら
「 
止 
華
音
ヲ
知
テ
軽
重
ヲ
弁
ズ
ベ
シ
。
幇
滂

タ
ヾ

並
明
ハ
唇
ニ
当
ル
事
多
シ
。
是
ヲ
重
ト
ス
。
非
敷
奉
微
ハ
唇
ニ
当
ル
事
少

シ
。
是
ヲ
軽
ト
ス
（
一
八
オ
）」
と
述
べ
て
い
る
。『
磨
光
』
の
補
正
と
は
言
っ

て
い
な
い
が
、
三
─
一
─
四
①
で
紹
介
し
た
『
磨
光
』
の
言
及
と
比
べ
て
み

る 

、
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。

六
━
七
「
二
百
六
韻
」

　
呉
漢
音
に
よ
る
韻
母
論
を
長
々
と
展
開
し
た
後
、「
華
音
モ
（
呉
音
漢
音

と
）
亦
同
ジ
ク
平
上
去
ニ
ア
イ
ウ
エ
オ
ン
ノ
六
韻
ア
リ
。
準
ジ
テ
知
ル
ベ

シ
。
入
声
ニ
ハ
差
別
ナ
キ
ニ
似
タ
レ
ド
モ
細
ニ
分
別
ス
レ
バ
、
フ
ツ
ク
チ
キ

ノ
類
ヲ
分
ツ
ベ
キ
ナ
リ
。
繁
キ
ヲ
恐
レ
テ
此
ニ
尽
サ
ズ
（
二
五
オ
）」
と
す
る
。

六
━
八
「
去
声
寄
入
」

　『
韻
鏡
』
の
「
去
声
寄
入
」
に
つ
い
て
、「
第
九
第
十
微
尾
ノ
韻
ト
廃
ノ
韻

ト
華
音
相
叶
フ
（
二
六
ウ
）」
こ
と
を
根
拠
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
た
だ
し

ど
の
よ
う
に
一
致
し
て
い
る
の
か
の
説
明
は
な
い
。

六
━
九
「
入
声
借
音
」

　『
韻
鏡
』
の
入
声
借
音
に
つ
い
て
、「（
転
図
に
お
け
る
）
三
声
四
声
ノ
分
弁

ヲ
按
ズ
ル
ニ
、
華
音
ヲ
以
テ
呼
ブ
ニ
ン
ノ
余
声
ア
ル
韻
ニ
ハ
必
ズ
四
声
具
足

（
７
）

と

シ
テ
入
声
ア
リ
。
ア
イ
ウ
エ
ヲ
ノ
余
声
ア
ル
韻
ニ
ハ
入
声
闕
ケ
テ
三
声
ノ
韻

ナ
リ
（
二
七
ウ
）」
と
、
華
音
利
用
の
も
と
で
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

六
━
一
〇
　「
華
音
」

　『
磨
光
』
で
各
転
次
の
窠
字
に
加
点
し
た
唐
音
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
「
一
ナ

ラ
（
二
八
オ
）」
ざ
る
こ
と
、「
俗
話
ノ
中
ニ
杭
州
漳
州
等
ノ
不
同
ア
」
る
こ
と
、

『
磨
光
』
の
も
の
は
杭
州
音
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
た
後
、
杭
州
音
は
「
大

氐
韻
書
ノ
規
矩
ニ
叶
フ
故
ニ
取
リ
テ
正
音
ト
ス
ル
」、
し
か
し
そ
れ
に
も

「
亦
謬
リ
伝
ル
者 
間 
コ
レ
ア
リ
。
逐
一
韻
書
ニ
是
正
シ
テ
国
字
ヲ
施
ス
（
二
九

マ
ヽ

オ
）」
と
、
杭
州
音
に
対
し
て
『
韻
鏡
』
等
に
よ
る
矯
正
を
加
え
た
と
述
べ
る
。

以
下
、
官
話
、
中
原
雅
音
な
ど
の
こ
と
、
そ
れ
ら
と
杭
州
音
と
の
関
係
な
ど

を
具
体
例
な
ど
も
挙
げ
な
が
ら
種
々
論
じ
、「
予
杭
州
音
ヲ
崇
ミ
中
州
音
ヲ

俗
音
ト
ス
（
二
九
ウ
）」
と
結
ぶ
。

六
━
一
一
「
郷
談
方
音
」「
切
韻
帰
納
」

　
こ
の
二
項
に
お
い
て
は
、
郷
談
（
方
音
・
俗
音
）
や
反
切
に
お
け
る
帰
納

な
ど
に
つ
い
て
、
唐
音
を
用
い
た
具
体
例
を
掲
げ
な
が
ら
説
明
を
加
え
て
い

る
（
三
三
オ
、
三
四
ウ
）。

六
━
一
二
　『
指
要
録
』
に
お
け
る
韻
鏡
と
唐
音

 
『
磨
光
』（
四
─
一
）
や
『
正
譌
』（
五
─
三
）
に
準
じ
て
、『
指
要
録
』
を

ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
ａ
）
韻
鏡
唐
音
一
致
〔
六
─
一
、
六
─
一
〇
〕：
文
龍
、
即
文
雄
と
見
な
し

て
よ
い
で
あ
ろ
う
、
は
、
各
種
唐
音
の
内
、『
韻
鏡
』
に
最
も
よ
く
一
致
し

て
い
る
の
は
杭
州
音
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
も
誤
り
が
そ
れ
な
り
に
あ
る
と

し
て
い
る
。　

（
ｂ
）
唐
音
の
韻
学
的
利
用
〔
六
─
四
、
六
─
五
、
六
─
六
、
六
─
八
、
六
─
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九
、
六
─
一
一
〕：『
韻
鏡
』
の
種
々
の
側
面
に
つ
い
て
、
唐
音
を
利
用
し
た

研
究
を
行
っ
て
い
る
。『
韻
鏡
』
研
究
に
お
い
て
『
磨
光
』
を
襲
う
書
で
あ
る

だ
け
に
、
逐
一
そ
れ
と
断
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
す
べ
て
『
磨
光
』

を
踏
ま
え
な
が
ら
論
じ
て
い
る
と
言
え
る
。

（
ｃ
）
韻
鏡
に
よ
る
唐
音
矯
正
〔
六
─
二
、
六
─
三
、
六
─
一
〇
］：
杭
州
音

を
も
含
め
て
、
各
種
唐
音
に
つ
い
て
、
そ
の
譌
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
実
行
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
具
体
的
な
進
め
方

は
必
ず
し
も
判
然
と
し
て
い
な
い
。

六
━
一
三
　
韻
鏡
絶
対
主
義
と
唐
音
絶
対
主
義

　『
正
譌
』
同
様
、
韻
鏡
絶
対
主
義
は
微
動
だ
に
し
て
い
な
い
が
、
唐
音
絶

対
主
義
は
か
な
り
揺
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
唐
音
に
よ
る
韻
鏡
矯
正
に
関

し
て
、
六
─
五
で
は
割
愛
し
た
け
れ
ど
も
次
の
よ
う
な
言
及
が
あ
る
。「
タ

チ
ツ
テ
ト
ハ
大
氐
舌
音
ニ
テ
、
タ
テ
ト
ノ
三
音
ハ
舌
音
中
ノ
重
キ
音
ニ
シ
テ

舌
頭
音
ト
名
ヅ
ク
。
チ
ツ
ノ
二
ツ
ハ
舌
音
中
ノ
軽
キ
音
ニ
テ
舌
ト
歯
ト
ニ
渉

ル
故
ニ
、
舌
上
音
ト
正
歯
音
ト
歯
頭
音
ト
ニ
ア
リ
（
一
六
ウ
）」。
舌
音
歯
音
の

軽
重
に
関
わ
る
こ
の
言
及
に
、
唐
音
利
用
の
『
韻
鏡
』
矯
正
が
認
め
ら
れ
る

と
言
っ
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、『
磨
光
』
に
は
次
の
よ
う

な
一
文
が
あ
る
。「
字
音
ニ
軽
重
有
リ
。
惟
レ
唇
音
爾
リ
。
和
ノ
韻
学
者
舌

上
ノ
四
母
及
ビ
正
歯
ノ
五
母
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
唇
軽
ノ
四
母
ニ
合
シ
テ
、
以
テ

軽
ト
ス
。
其
ノ
余
二
十
三
母
ヲ
重
ト
ス
。
未
ダ
拠
ル
所
ヲ
詳
ニ
セ
ズ
。
然
リ

ト
雖
モ
舌
上
ヲ
舌
頭
ニ
較
ス
ル
バ
、
則
チ
舌
ヲ
用
ル
コ
ト
差
軽
シ
。
正
歯
ハ

則
チ
歯
ヲ
用
ル
コ
ト
歯
頭
ヨ
リ
軽
シ
。
軽
重
ヲ
立
ツ
ル
所
以
ナ
リ
（
下
十
四

オ
）」。
唐
音
利
用
と
い
う
確
証
が
な
か
っ
た
の
で
三
─
一
─
四
で
は
紹
介
し

な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
る 

、
舌
歯
二
音
に
お
け
る
軽
重
の
設
定
は
文
雄

以
前
既
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
文
雄
は
唐
音
を
利
用
し
て

二
音
に
軽
重
の
別
を
立
て
る
と
い
う
『
韻
鏡
』
矯
正
を
行
っ
た
の
で
な
く
、

（
８
）

と

唐
音
を
利
用
し
て
先
行
説
を
裏
付
け
た
と
言
う
べ
き
こ
と
が
分
か
る
。

七
　
翻
切
伐
柯
篇

　
一
七
七
三
（
安
永
二
）
年
、
文
龍
は
『
指
要
録
』
と
一
緒
に
反
切
解
説
書

『
翻
切
伐
柯
篇
』
を
刊
行
し
た
。

七
━
一
　「
反
切
要
訣
」

　
正
音
追
求
の
手
段
を
講
じ
る
過
程
で
「
和
音
ハ
韻
鏡
ニ
正
ス
ヲ
善
ト
ス
。

切
韻
指
掌
切
韻
指
南
字
彙
直
図
横
図
ノ
如
キ
ハ
和
音
ニ
協
ハ
ザ
ル
コ
ト
マ
ヽ

是
ア
リ
。
華
音
ハ
韻
鏡
指
掌
指
南
横
図
直
図
何
レ
ニ
正
シ
テ
モ
音
協
フ
ナ
リ

（
七
ウ
）」
と
述
べ
る
。

七
━
二
　「
七
音
図
説
」

　
三
六
字
母
に
呉
音
漢
音
の
ほ
か
唐
音
を
加
え
て
、
声
母
の
説
明
を
す
る
。

そ
の
中
で
、
呉
音
漢
音
は
「
清
濁
ノ
二
ツ
ヲ
論
ズ
ル
ノ
ミ
（
十
五
オ
）」
な
の
に

対
し
て
、「
華
音
ノ
如
キ
ハ
舌
頭
舌
上
唇
重
唇
軽
歯
頭
正
歯
等
ノ
七
音
明
ラ

カ
ニ
、
四
声
正
シ
ク
、
又
開
合
種
々
ノ
呼
法
ニ
従
テ
字
音
ヲ
呼
ブ
ベ
シ
（
十

五
オ
）」
と
述
べ
る
。
次
い
で
、「
三
音
ニ
各
俗
音
ア
リ
テ
正
シ
カ
ラ
ザ
ル
ア

リ
、
一
一
律
正
シ
テ
指
揮
ス
。
正
ス
事
悉
ク
反
切
ニ
依
ル
（
同
）」
と
す
る
。

七
━
三
　「
字
母
反
切
」

　
各
声
母
の
反
切
字
と
助
紐
字
に
対
し
て
呉
音
漢
音
と
と
も
に
唐
音
を
加
点

し
て
い
る
（
十
七
オ
）。

七
━
三
　「
切
母
類
聚
」

　
反
切
所
用
字
に
つ
い
て
呉
漢
唐
三
音
の
正
音
を
提
示
し
て
い
る
（
二
二
オ
）。
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七
━
四
　
伐
柯
篇
に
お
け
る
韻
鏡
と
唐
音

　
呉
音
漢
音
を
中
心
と
し
た
反
切
解
説
書
の
た
め
で
あ
ろ
う
、
本
書
は
唐
音

に
つ
い
て
わ
ず
か
し
か
述
べ
て
い
な
い
が
、
前
三
書
（
四
─
一
、
五
─
三
、

六
─
一
二
）
に
準
じ
て
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
ａ
）
韻
鏡
唐
音
一
致
〔
七
─
一
、
七
─
二
〕：
一
致
を
も
っ
て
唐
音
は
正
音

と
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
唐
音
に
は
俗
音
も
あ
る
、
正
さ
ね
ば
な
ら
な
い

と
し
て
い
る
。

（
ｂ
）
唐
音
の
韻
学
的
利
用
〔
七
─
三
〕：
三
折
一
律
法
に
よ
る
唐
音
検
索
に

用
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
彼
は
み
ず
か
ら
唐
音
を
認
め
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。

七
━
五
　
韻
鏡
絶
対
主
義
と
唐
音
絶
対
主
義

　
韻
鏡
絶
対
主
義
と
唐
音
絶
対
主
義
と
が
『
磨
光
』
同
様
に
ほ
ぼ
共
存
し
て

い
る
。

八
　
文
雄
に
お
け
る
韻
鏡
と
唐
音

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
文
雄
の
四
書
の
言
及
を
時
間
の
流
れ
に
沿
っ
て
並
べ

て
み
る
と
、
彼
に
お
け
る
『
韻
鏡
』
と
唐
音
と
の
関
係
、
そ
し
て
そ
の
推
移

が
そ
れ
な
り
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
ほ
と
ん
ど
の
言
及
の
源
は
最
初
の

書
『
磨
光
』
に
あ
る
の
で
、『
磨
光
』
と
そ
れ
以
降
と
に
分
け
て
考
察
し
て
み

た
い
。八

━
一
　
韻
鏡
と
唐
音

（
ａ
）
韻
鏡
唐
音
一
致

　『
磨
光
』
は
、『
韻
鏡
』
と
唐
音
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
、
し
た
が
っ
て

唐
音
は
正
音
と
明
言
す
る
。
し
か
し
一
方
で
は
、
唐
音
に
は
不
正
な
所
も
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
不
正
の
指
摘
は
何
の
説
明
も
な
く
言
わ

ば
片
隅
で
行
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
実
際
の
唐
音
運
用
に
際
し

て
も
、
何
の
説
明
も
な
い
ま
ま
杭
州
音
を
用
い
て
い
た
り
も
し
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
杭
州
音
以
外
の
唐
音
に
つ
い
て
も
述
べ
る
所
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し

て
、『
正
譌
』
は
『
韻
鏡
』
の
み
な
ら
ず
韻
書
な
ど
と
の
関
係
や
各
地
唐
音
な

ど
を
視
野
に
入
れ
た
上
で
、
そ
の
正
否
を
論
じ
、
杭
州
音
こ
そ
も
っ
と
も
正

し
い
音
で
あ
る
と
明
言
す
る
。
そ
の
一
方
、
杭
州
音
も
含
め
て
現
実
の
各
種

唐
音
に
は
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
。
そ
し
て
、『
韻
鏡
』
等
の
規
矩

に
お
い
て
現
実
の
唐
音
に
基
づ
き
つ
つ
、
実
際
に
存
在
す
る
唐
音
＝
杭
州
音

を
超
越
し
た
正
音
を
設
定
し
、
さ
ら
に
そ
の
正
音
と
各
種
唐
音
と
の
比
較
対

象
を
行
う
。
こ
の
よ
う
に
『
正
譌
』
は
『
韻
鏡
』
と
唐
音
の
関
係
を
具
体
的

か
つ
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、『
指
要
録
』
は
唐
音
の
正
否
、
種

別
な
ど
に
つ
い
て
は
『
正
譌
』
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
、
個
々
の
唐
音

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。『
伐
柯
篇
』
は
こ
れ
ら
二
書
と
は

異
な
り
『
磨
光
』
に
近
い
。
そ
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
こ
れ
は
少
な
く
と
も

唐
音
に
関
し
て
こ
の
書
が
、『
正
譌
』
や
『
指
要
録
』
と
は
無
関
係
に
作
ら
れ

た
た
め
で
な
い
か
考
え
ら
れ
る
。

（
ｂ
）
唐
音
の
韻
学
的
利
用

　
反
切
の
書
で
か
つ
断
片
的
に
し
か
唐
音
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
『
伐

柯
篇
』
は
と
も
か
く
と
し
て
、
文
雄
は
『
磨
光
』
以
降
ず
っ
と
、
韻
学
す
な

わ
ち
『
韻
鏡
』
研
究
に
は
唐
音
が
必
須
で
あ
る
と
し
、
そ
し
て
実
際
に
み
ず

か
ら
唐
音
の
韻
学
的
な
運
用
を
行
っ
た
。
た
だ
し
大
ま
か
に
言
う
と
、
全
面

的
に
運
用
し
て
い
る
の
は
『
磨
光
』
と
『
指
要
録
』
二
書
に
お
い
て
で
あ
る
。

『
正
譌
』
の
場
合
は
、
清
濁
四
音
の
別
を
論
じ
て
い
る
時
（
五
─
二
─
一
）
だ

け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
磨
光
』
と
『
指
要
録
』
と
が
韻
鏡
研
究
書
で
あ
る
の

に
対
し
て
、『
正
譌
』
は
、
各
字
の
三
音
の
正
譌
を
論
じ
る
こ
と
に
そ
の
目

的
を
置
い
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
唐
音
に
限
っ
て
言
え
ば
、
唐
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音
利
用
の
『
韻
鏡
』
研
究
に
も
よ
り
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
の
正
音
を
得
、

そ
し
て
そ
れ
を
基
準
と
し
て
次
に
現
実
に
あ
る
各
種
唐
音
を
論
じ
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
指
要
録
』
は
、『
磨
光
』
と
同
じ

『
韻
鏡
』
研
究
書
で
あ
る
。
ま
た
み
ず
か
ら
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、『
磨
光
』

『
正
譌
』
の
先
行
二
書
を
踏
ま
え
た
書
で
あ
る
。
こ
こ
に
う
か
が
わ
れ
る
よ

う
に
、
逐
一
そ
れ
と
断
っ
て
い
る
わ
け
で
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
書
は
明
ら

か
に
唐
音
利
用
の
韻
学
の
先
行
書
『
磨
光
』
を
全
面
的
に
襲
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
れ
は
単
な
る
祖
述
で
は
な
い
。
例
え
ば
日
母
や
軽
重
に
お
け
る
両

書
の
比
較
（
三
─
一
─
四
⑥
、
三
─
一
─
六
→
六
─
五
　
三
─
一
─
四
①
→

六
─
六
）、
あ
る
い
は
『
磨
光
』
説
訂
正
の
弁
（
六
─
五
）
な
ど
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、『
磨
光
』
の
補
訂
書
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、『
磨
光
』

は
韻
学
＝
『
韻
鏡
』
研
究
に
お
け
る
唐
音
利
用
の
絶
大
な
可
能
性
を
示
し
つ

つ
、
そ
れ
を
実
践
し
た
。
そ
し
て
、『
指
要
録
』
は
『
磨
光
』
を
受
け
て
、
そ

の
論
を
整
理
し
訂
正
し
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
『
指
要
録
』
は
、
文
雄
の
唐

音
利
用
に
よ
る
『
韻
鏡
』
研
究
の
一
つ
の
到
達
点
を
示
し
て
い
る
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
。

（
ｃ
）
韻
鏡
に
よ
る
唐
音
矯
正

　『
伐
柯
篇
』
を
除
く
と
、『
磨
光
』
以
下
の
三
書
は
、
唐
音
に
つ
い
て
は

『
韻
鏡
』
に
よ
る
矯
正
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
実
行
し
て
い

る
。
た
だ
し
、『
磨
光
』
は
そ
の
具
体
的
な
方
法
や
矯
正
す
べ
き
個
所
、
理

由
な
ど
に
つ
い
て
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
右
の
（
ａ
）
で

述
べ
た
よ
う
に
、
正
音
設
定
に
際
し
て
常
時
用
い
た
は
ず
の
杭
州
音
に
つ
い

て
も
何
の
説
明
も
加
え
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
『
正
譌
』
は
、『
韻
鏡
』

だ
け
で
な
く
韻
書
や
字
書
な
ど
に
も
よ
る
矯
正
に
も
手
を
広
げ
つ
つ
、
全
四

三
転
の
多
量
き
わ
め
る
漢
字
に
対
し
て
唐
音
矯
正
に
よ
り
得
た
正
音
を
加

え
、
か
つ
そ
れ
と
杭
州
音
な
ど
の
唐
音
の
比
較
対
照
を
し
た
り
正
否
を
論
じ

た
り
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
唐
音
に
お
け
る
杭
州
音
の
位
置
も
明
確
に
示
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
∧
文
雄
は
『
磨
光
』
の
段
階
で
は
必
ず
し

も
唐
音
の
韻
学
的
な
運
用
方
法
を
十
分
確
立
し
な
い
ま
ま
矯
正
を
行
っ
て
い

た
、
し
か
し
『
正
譌
』
刊
行
時
に
は
唐
音
矯
正
の
枠
組
み
や
具
体
的
な
手
法

を
明
示
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
∨
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
推
察

は
も
と
よ
り
、『
磨
光
』
と
『
正
譌
』
と
で
彼
が
実
際
に
行
っ
た
矯
正
が
異

な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
述
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

八
━
二
　
韻
鏡
絶
対
主
義
と
唐
音
絶
対
主
義 

 
『
磨
光
』
に
お
い
て
は
、
唐
音
に
は
『
韻
鏡
』
に
よ
っ
て
矯
正
す
べ
き
所
が

あ
る
と
い
う
含
み
に
お
い
て
、
韻
鏡
絶
対
主
義
（
前
者
）
と
唐
音
絶
対
主
義

（
後
者
）
と
が
共
存
し
て
い
た
。
し
か
し
、『
正
譌
』
に
至
っ
て
、
ま
た
『
正

譌
』
を
受
け
た
『
指
要
録
』
に
お
い
て
、
後
者
は
か
な
り
後
退
し
た
。
少
な

く
と
も
『
磨
光
』
の
よ
う
な
、
言
わ
ば
手
放
し
で
唐
音
即
正
音
と
い
う
見
方

は
消
え
た
。
こ
れ
は
彼
の
『
韻
鏡
』
に
よ
る
唐
音
研
究
の
深
化
を
反
映
し
て

い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
唐
音
利
用
に
よ
る
『
韻
鏡
』
矯
正
は
特

に
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
こ
と
唐
音
と
の
関
係
に
お
い
て
、『
韻
鏡
』

絶
対
主
義
は
終
始
変
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

八
━
三
　
文
雄
に
お
け
る
韻
鏡
と
唐
音
と
の
関
係

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
、
文
雄
に
お
け
る
『
韻
鏡
』
と
唐
音
と
の
関
係
を

時
間
の
流
れ
の
中
に
置
い
て
み
る
と
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
展
開
が
想
定

さ
れ
る
。

 

第
一
書
『
磨
光
』
は
近
世
韻
学
に
対
し
て
『
韻
鏡
』
即
唐
音
、
唐
音
即

『
韻
鏡
』
を
主
張
し
、
そ
し
て
唐
音
に
よ
る
『
韻
鏡
』
研
究
及
び
『
韻
鏡
』

に
よ
る
唐
音
研
究
を
実
践
し
た
。
そ
の
中
で
『
韻
鏡
』
に
よ
る
唐
音
矯

正
も
行
っ
た
。
第
二
書
『
正
譌
』
は
『
磨
光
』
を
踏
ま
え
な
が
ら
、『
韻

鏡
』
に
よ
り
つ
つ
唐
音
そ
の
も
の
に
重
点
を
置
い
た
研
究
を
進
め
た
。

 筑波学院大学紀要５  ２０１０

（３３ ）―　１７４　―



第
三
書
『
指
要
録
』
は
、
前
二
書
な
か
ん
ず
く
『
磨
光
』
を
受
け
て
、

そ
の
唐
音
利
用
に
よ
る
『
韻
鏡
』
研
究
を
補
訂
し
た
。
す
な
わ
ち
、『
磨

光
』
を
出
発
点
と
し
て
、『
正
譌
』
は
そ
の
唐
音
研
究
を
、
ま
た
『
指
要

録
』
は
そ
の
『
韻
鏡
』
研
究
を
推
進
し
た
。
な
お
、『
伐
柯
篇
』
は
『
正

譌
』『
指
要
録
』
と
は
無
関
係
に
、『
磨
光
』
の
一
部
を
祖
述
し
た
。

注

（
１
） 

唐
音
の
韻
学
的
価
値
を
早
々
と
認
め
て
い
た
荻
生
徂
徠
や
春
台
と
文
雄
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
湯
沢
（
一
九
八
七
（
四
）、
二
〇
〇
〇
、
二
〇
〇
二
、
二
〇

〇
五
）。

（
２
） 

助
紐
字
音
注
加
点
に
つ
い
て
は
、
湯
沢
（
一
九
八
七
）
四
─
一
。

（
３
） 

満
田
（
一
九
二
二
）
は
、
文
雄
の
唐
音
利
用
に
よ
る
韻
学
の
成
果
を
高
く
評
価

し
て
い
る
が
、
来
母
や
日
母
ま
た
声
調
な
ど
に
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
そ
れ

は
彼
が
彼
の
時
代
の
学
的
基
準
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
所
だ
け
取
り
上
げ
た
た

め
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
文
雄
に
あ
っ
て
は
、
満
田
が
文
雄
の

成
果
と
し
て
あ
げ
て
い
る
唇
音
や
歯
音
の
研
究
な
ど
と
同
様
、
日
母
な
ど
に
つ

い
て
の
研
究
も
ま
た
、
唐
音
利
用
の
韻
学
の
成
果
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

（
４
） 

文
雄
は
『
磨
光
』「
緒
言
」
第
一
項
で
、「
数
十
本
」
の
『
韻
鏡
』
を
検
討
し
た

結
果
「
遂
ニ
一
本
ヲ
校
成
ス
。
是
ニ
於
テ
謂
ヒ
ツ
ベ
シ
、
韻
鏡
原
ニ
復
ス
ト
（
上

一
オ
）」
と
述
べ
て
い
る
。

（
５
） 
『
磨
光
韻
鏡
余
論
』
は
、
文
雄
以
外
の
者
の
見
解
が
相
当
入
っ
て
い
る
と
見
ら

れ
る
の
で
、
取
り
上
げ
な
い
（
湯
沢
（
一
九
八
七
）
四
─
二
）。

（
６
） 

な
お
、
五
─
二
─
二
③
第
一
文
「
韻
鏡
古
本
ニ
第
六
転
ニ
収
ム
ル
ハ
非
ナ
リ
」

は
、
あ
る
い
は
唐
音
利
用
に
よ
る
韻
鏡
矯
正
を
示
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
な
い

で
も
な
い
が
、
判
然
と
し
な
い
。
加
え
て
、
別
の
先
行
『
韻
鏡
』
や
韻
鏡
研
究
書

の
説
を
踏
ま
え
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
唐
音
に
よ
る
『
韻  

鏡
』
矯
正
例
と
は
見
な
い
こ
と
と
し
た
。

（
７
） 

満
田
（
一
九
一
四
）
は
文
雄
の
唇
音
軽
重
論
の
評
価
に
当
た
っ
て
、「
是
（
軽

重
論
）
は
韻
鏡
指
要
録
唇
音
軽
重
の
條
の
文
が
最
も
分
り
易
い
」
と
述
べ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
『
指
要
録
』
が
『
磨
光
』
の
欠
を
補
う
書
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

（
８
） 

例
え
ば
、
文
雄
も
参
照
し
て
い
る
盛
典
著
一
六
九
一
（
元
禄
四
）
年
刊
『
韻
鏡

易
解
』
上
末
一
ウ
、
一
七
一
六
（
正
徳
六
）
年
刊
『
新
増
韻
鏡
易
解
大
全
』 

四
─
一
ウ
。

参
考
文
献

石
崎
又
造  
一
九
六
七
『
近
世
日
本
に
於
け
る
支
那
俗
語
文
学
史
』
清
水
弘
文
堂
書
房

（
原
刊
一
九
四
〇
）

岡
井
慎
吾
　
一
九
三
四
『
日
本
漢
字
学
史
』
明
治
書
院

新
村
出
　
一
八
九
七
「
日
本
音
韻
研
究
史
」（
一
九
四
七
『
新
村
出
選
集
四
』
甲
鳥
書

院
）

満
田
新
造
　
一
九
二
二
「
韻
鏡
研
究
史
上
に
於
け
る
文
雄
の
位
置
」（『
國
學
院
雑
誌
』

二
八
─
十
二
、
一
九
六
四
『
中
国
音
韻
史
論
考
』
武
蔵
野
書
院
）

林
史
典
　
一
九
八
一
『
韻
鏡
指
要
録
・
翻
切
伐
柯
篇
』「
解
説
」
勉
誠
社
　
同
『
磨
光

韻
鏡
』「
解
説
」
同

古
田
東
朔
・
築
島
裕
　
一
九
七
二
『
国
語
学
史
』
東
京
大
学
出
版
会

馬
淵
和
夫
・
出
雲
朝
子
　
一
九
九
九
『
国
語
学
史
』
笠
間
書
院

湯
沢
質
幸
　
一
九
八
七
『
唐
音
の
研
究
』
勉
誠
社
　
二
〇
〇
〇
「
近
世
儒
学
に
お
け
る

唐
音
─
荻
生
徂
徠
を
中
心
と
し
て
─
」（『
国
語
論
究
八
』
朝
倉
書
店
）　
二
〇
〇

二
「
近
世
儒
学
に
お
け
る
唐
音
」（『
東
西
言
語
文
化
の
類
型
論
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
研
究
成
果
報
告
書
平
成
一
三
年
度
Ⅴ
』）　
二
〇
〇
五
「
近
世
中
期
韻
学
に
お

け
る
春
台
』（『
日
本
文
化
研
究
一
六
』）

  湯沢質幸：文雄における韻鏡と唐音

（３４ ）―　１７３　―


